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グ ロ ー バ ル知識経済における社会基盤 と して の 大学

加藤　毅 （筑波大学）

1 高 等教育政 策を統御す る経済問題

　科学技術は社会の 持続的発展の牽 引車で あ り、 産業競争力の 強化や雇用の 創出な どを通 じて

我が国が直面 して い る諸課題を克服 し今後の 展望 を拓 く。 この よ うな展望の も と、第 2 期科学

技術基本計画 で は 、厳しい 財政事情 の なか にあ りな が ら政府研究開発投資 の拡充 が うた わ れ 、

平成 13年度か らの 5年間で 24兆円規模 とい う数値 目標が明記された。その 後文部科学省 よ り経

済財政諮 問会議 （第 10回） に提 出され た資料 「大学 を起点とする 日本経済活性化 の ため の 構造

改革 プラン （遠 山プラ ン）」 の タイ トル か らも、同様の 問題意識をよみ とる こ とがで きる。

　遠 山プラン の 中核をなす の が、　 「大学 発の 新産業創出の加速」 と 「社会 ・雇用の 変化 に対応

で きる人材 の 育成」 で あ り、前者 は産業競争 力の 強化 を通 じた不況 の克服、後者は職業能 力

（雇用能力） の 開発を通じた高失業社会 へ の 対応を狙い とする も の で ある 。こ こで 問題となる

の が、学術研究成果の 産業化によ る経済波及効果の 内容 で あ り、 雇用 の ミス マ ッ チ の 解消と い

う政策 目標その もの の 有効性で ある。

2 ．グロ
ーバ ル知識経済 の 厳しい現実

2− 1産 学連携の経済性

　　　 大学にお ける学術研究機能 を活 用す る こ とで 産業競争力を強化す る こ とは可能で ある

　　　し 、 アメ リカの研究大学が 国の 経済発展 に大き く貢献 したこ と も事実で ある。その 一方

　　 で 、新産業の 創出に は長い 時間 を要す るため不況 の 克服 とい う喫緊の政策課題 に応 える

　　　こ とは期待で き な い こと、研究予算 と比較す るとライセ ン ス 収入は ごくわ ずか で しか な

　　　い （研究 開発投資は短期 ・直接的にはペ イ しない ） こ と 、 ス ター トア ッ プ企業に雇用創

　　　出効果は期待で きな い こ となども また事実で ある。

2− 2．ミス マ ッ チ か需給ギ ャ ッ プか

　　　 職業能力の ミス マ ッチやある い は就業意識の 変化が雇用の ミス マ ッ チを生み 、その 結

　　 果が高い 失業率 をもた らして い ると理解す るな らば、教育訓練の拡充整備 と い う施策に

　　　大 きな期待が寄せ られる ことになろう 。 しか しなが ら、 マ ク ロ レベ ル で の受給ギ ャ ッ プ

　　　が高失業社会の 原因で ある とす れば、教育訓練の 拡充整備は 限 られ た パ イの 争奪競争を

　　　激化させ る の みで あ り、 就業意識の 変化は厳 し い 雇用失業情勢に対す る適応に他な らな

　　　い 。そ して 、教育機関と して の 大学 は雇用失業情勢に対 して 受動的な存在で しかな い 。

　2−3．大学に 何がで きるか

　　　 知識を基盤 とす る経済が IT化 ・グロ
ー

バ ル化 したとき、社会 に ど の よ うな 変化が起こ

　　　る のだろ うか。こ の 問い に対する
一

つ の有力な回答が、中産 階級 の 崩壊 と 「ひ と り勝

　　 ち」 社会の到来 とい うコ ンセ プ トで ある （R ．H ，フ ラ ン ク他 ，1998 ）。そ こ で は、常 に厳

　　　し い 競争 に 晒され る 「ひ と り勝ち」 市場で の 勝利 を 目指して 全資源を仕事 につ ぎ込む
一

　　 握 りの 強者はイ ノ ベ ー
シ ョ ン の 世界の 住人 とな り、競争力の 源泉 となる特殊な才能 に恵

　　　まれなか っ た大多数の国民はおそ らくルーティ
ー

ン の 職業世界に住 む こ と にな る。大学

　　　に期 待され る機能は、こ の 2つ の 世界の 間で 大き く異な る こ とは い うまで もな い 。

3 ．ボーダ レス化す る学術研究活動
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　大学にお ける学術研 究活動もま た、グ ロ
ー

バ ル化 と い う大きな変化の なか にある。最近の 調

査 （詳細は 『大学研究』 27号を参照）で も、日常的に外国人研究者 と共同研究を行 っ て い る者

33 ％ 、過去3年間 に外国大学の 研究者 との 共著論文 を執筆 した者46％ （理学）、過去3年間に外

国の審査つ き学術論文 を執筆 した者 90 ％ （理学） と い う結果 が え られ て い る 。 外国大学か ら就

任要請があれ ば受ける と答 える者 も理学や工 学で は 60％ 近 くに達す る 。 しか も 、 研 究活 力の 高

い研究者ほ どグロ ーバ ル化 の 進展度を示す こ れ らの 比率 は
一

貫 して 高くな っ て い る 。

　希薄化す る ボ
ー

ダ
ー

は 国境だけで はな い 。 大学と産業の 間の ボー
ダ
ー

も また希薄化 し て い

る。も っ とも進ん だ工 学分野で は 、産業化が期待され る テ
ー

マ に取 り組む者 16％、民間企業の

研究者 と日常的 に共同研究 を行 っ て い る者30％ 、 研究 成果 を活用 した起業化 の 意欲 を持 つ 者

70％、民間企業か らの 就任要請があれば受ける と答える者42 ％ な どとな っ て い る 。

　こ の よ うに、学術研究活動は所属機 関の 壁 を大 きく越え、さらにはセ クターや 国境と い う壁

をも越えて進展 して い ると考えて よい 。重点的な資源配 分を行 う際の 対象範囲の 設定 につ い て

たずねた とこ ろ、個 人（30 ％）や所属機関 を越 えた研究 グループ（25％）と答 える もの が多く、他

方、学部 ・学科 （研究科
・専攻）は 14 ％、大学 に至 っ て はわずか 3％ に過ぎない 。研究者と し

て の大学教員に と っ て 、大学とは共同研究を行うメ ンバ
ー

によ っ て構成され る組織で はな く、

活動の ため の 場に過ぎない と い うこ とで ある。

4 ．innovative大学とEscort大学　　　〜近未来の 大学像〜

　 「不連続 な時代に は、新た な世界観で対応する」 取 り組み が必要 で あ り、この よ うな状況 の

なかで 「起 こ りえそ うな複数の シナ リオ」 の 作成 を通 じて未来の 不確実性 に対応す る こ とがで

き る の で は ない か （K ．ハ イデン他 ，
2003 ）。 こ の よ うな発想か ら生れた シナ リオ ・プ ランニ ン

グの 手法 を援用 し、ここで は 「ひ と り勝 ち」 社会の もとでイ ノ ベ ー
シ ョ ンの世界とル ーティ

ー

ン の 世界 に分断 された とい う仮説条件の もとで の 、大学 と産業競争力や雇用 との関係に っ いて

考えてみ たい 。

　まず、イノ ベ ー
シ ョ ンの 世界の 住人 との コ ラボ レ

ー
シ ョ ン を担当す るの がinnovative 大学で

ある 。 文字通 り、創造的破壊を通 じて社会の 停滞を打破 し新たな未来 を拓 くこ とが期待され る

大学で ある。シ ンボ リッ ク ・アナ リス トと の 関係は 、 従来型の 教育 で はな くコ ンサル ティ ン グ

や コ ラボ レ
ー

シ ョ ン とい うス タイル を とるよ うにな り、そ こ で の サービス の レリバ ンスや クオ

リティ に対 して 厳しい評価 を受 ける こ とになる 。 創造的破壊の 成否 は個人単位で の突出した能

力 に強 く依存 し、 自由や権 限の 委譲な どが成功 の 鍵 となる。優れた教員の 獲得を巡っ て大学間

競争が激化 し、創造的な活 動を支援す る場で あろ うとする大学の 内部組織は脱政治化 する。

　他方イ ノベー
シ ョ ン の 世界にお ける厳 しい 競争か ら降 りた学生に対し て 積極的に働きか け、

職業へ の道 を示 しそ して 導くのが Escort大学に期待され る機能で ある。与件 として 明示化 され

た 資格要件や達成水準を学生に クリア させ る た め の 優れた教育指導方法が求 め られ、その達成

度 を巡 っ て大学間の 競争が行わ れ る 。 目標設定その もの で はな くあ くまで 与え られた 目標を達

成す るた め の ス キル を競うも の で あ り、 性格 的には中等教育段階に近づ く。

　た だし、特別な能力がな くて も
一
定の 達成水準 を満た した人材に対する需要 （雇用 ）が 創出

されて 、は じめ て Escort大学は機能す る こ とが期待され る。そ れで は、雇用 を創出す る主体は

誰な のか 、依然 と して 残る 最大の 問題で ある 。 大学は こ の 問題 を解 くこ とがで きるだろ うか。
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